Oral Communication
Revised EXPRESSWAYS I (Standard Edition)
学習指導計画案
１．到達目標

	１．日常生活の身近な話題（学校生活や家庭生活などの場面における自分自身、家族、友人や学校など）について、主として英語を聞いたり話したりして、情報や考えなどを理解し、自分が持っている情報や考えなどを相手に伝える基礎的な能力を身に付ける。
２．積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育てる。


２．学習計画および評価方法

（１）学習計画等

	学

期
	月
	学 習 内 容 と ね ら い

（カッコ内は標準配当時間）
	備　考

(学習活動の特記事項)
	考査

範囲

	第
１
学

期

第

１

学

期


	4
	Classroom English
＜題材＞授業中に使う表現や、教室にある身近な備品を英語で言う。
＜機能・表現＞英語での指示を理解し、わからないことへの質問、応答、確認の仕方を学ぶ。
＜言語材料＞What do you call ... in English?　　　　　　　　　　（１時間）
	教室で使う英語を繰り返し練習する。


	第

１

学

期

中

間

考

査
第

１

学

期

期

末

考

査

	
	4
	Lesson 1  Introductions & Greetings
＜題材＞亜紀は､アメリカから来た留学生のトムにクラスメートの次郎を紹介している。

＜機能・表現＞家族や友達を紹介する、または自分が紹介されたときのあいさつの仕方と自己紹介の方法を学ぶ。
＜言語材料＞あいさつ・紹介 This is .... / How do you do? / Nice to meet you.
（１時間）
	自己紹介用ワークシートの作成からペアワークでの二者間、グループへ発展させて会話練習を行う。


	

	
	4
	Lesson 2  Asking Permission

＜題材＞トムは教室で、亜紀に何かを借りようとしている。
＜機能・表現＞ 許可を求める表現と､それに対するさまざまな受け答えを学ぶ。
＜言語材料＞助動詞 May I ... ? / Can I ...? / Could I ...?　　　　　（１時間）
	教師またはペアを相手に許可を求め、応答する会話の練習を行う。

	

	
	4
	Lesson 3  Suggestions

＜題材＞亜紀がトムに、次の日曜日に皆と一緒に水族館へ行こうと誘っている。
＜機能・表現＞相手に提案する方法とその受け答えを学ぶ。
＜言語材料＞提案　Why don’t you ...? / had better / should / How about ...?

（１時間）
	ペアが各自で場面を設定し、会話練習を行う。
	

	
	4

5
	Lesson 4  Questions

＜題材＞トムが亜紀に質問をしている。
＜機能・表現＞関心のあることについて、相手に質問をして自分の知りたい情報を聞き出す表現を学ぶ。
＜言語材料＞疑問詞　when / where / who / what / why / which / how など。
Lesson 5  Telling Time

＜題材＞放課後、トムが時計の時刻を直すために亜紀に尋ねる。
＜機能・表現＞時や日付の表し方と相手に予定を尋ねる表現を学ぶ。
＜言語材料＞時間の表し方　What’s the time? / It’s ....　　　　　（１時間）

	さまざまな場面を想定して質問を考え、練習を行う。


	

	
	
	
	時刻、日付に関するワークシートの作成から、グループワークによる会話練習を行う。
	

	
	5
	Listening Points
＜題材＞英語を正しく聞きとるための注意点を知り、練習を行う。

＜機能・表現＞キーワードを聞きとり、音のつながりや弱くなる音を学ぶ。

（１時間）
	英語のつながりや変化、弱くなる音などに慣れる。
	

	
	5
	Lesson 6  My Daily Schedule

＜題材＞亜紀が､トムに１日のスケジュールについて聞いている。
＜機能・表現＞相手の習慣を聞く方法とその受け答えを学ぶ。
＜言語材料＞習慣　What time ... ? / What do you do ...? 　　　　 （２時間）
	スケジュールに関するワークシートを作成し、グループによる会話練習を行う。
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	6
	Lesson 7  Weekend Plans

＜題材＞トムは亜紀に、今度の週末の過ごし方について聞いている。
＜機能・表現＞週末の過ごし方を聞く方法とその受け答えを学ぶ。
＜言語材料＞予定 What are you going to do ...? / What did you ...? / 
What about ...?　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２時間）
	ワークシートを作成し、グループの中で週末にしたことを尋ね、繰り返し会話練習を行う。
	

	
	
	
	
	

	
	6
	Lesson 8  My Horoscope

＜題材＞トムと亜紀は誕生日や星座について話し合っている。
＜機能・表現＞誕生日と星座の聞き方とその答え方を学ぶ。自分の誕生日や星座などの発表の仕方を学ぶ。
＜言語材料＞疑問詞　When ...? / What ...? / I think ....　　　　　　（２時間）
	誕生日、星座、血液型などに関するワークシートを作成し、グループで会話練習を行う。
	

	
	6
	Lesson 9  Hobbies

＜題材＞トムの趣味について亜紀が聞いている。
＜機能・表現＞相手の趣味を尋ねる方法や、自分の趣味についての話し方を学ぶ。
＜言語材料＞趣味　What are your hobbies?　　　　　　　　　　（２時間）
	趣味に関するワークシートを作成し、クラスの中で会話練習を行う。
	

	
	7
	Lesson 10  Fast Food

＜題材＞亜紀とトムは、ファースト・フードの店で何を注文しようかと相談している。
＜機能・表現＞何を食べたいかを聞いたり答えたり、注文したりする表現を学ぶ。
＜言語材料＞食べ物の注文 What will you have? / I’ll have ....
（２時間）
	さまざまな場面を設定したワークシートをもとに、ペアで繰り返し会話練習を行う。
	

	
	【課題・提出物など】

1.　授業の中で使用するプリント・ワークシート　　2.　ノート

	
	【第１学期の評価方法】

1.　授業参加態度・課題やノート提出などの提出物・考査成績などで評価する。
2.　学期全体の評価の割合は、おおむね平常点（授業参加態度・提出物など）５０％、考査成績５０％である。

	第

２

学

期

第

２

学

期
	9
	Lesson 11  Directions

＜題材＞トムがスター・ホテルへの行き方を通行人に聞いている。 
＜機能・表現＞目的地への行き方に関する表現を学ぶ。
＜言語材料＞道案内 Can you tell me how to get to ...? / Go straight ...
（２時間）
	地域の地図を使用して、ペアやグループで目的地までの行き方や説明する会話練習を行う。
	第

２

学

期

中

間

考

査



	
	9
	Lesson 12  Talking on the Phone

＜題材＞トムが亜紀の家に電話をかけると、亜紀の母親が電話に出る。

＜機能・表現＞電話での決まった表現や会話の仕方を練習し、電話による情報伝達の方法を学ぶ。
＜言語材料＞電話での表現　This is .... / Is this ...? / May I speak to ...? / 
Hold on.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２時間）
	電話での会話表現のワークシート作成から、ペアワークによる会話練習を行う。
	

	
	10
	Lesson 13  Volunteer Activities

＜題材＞亜紀とトムが、お互いのボランティア活動について話している。
＜機能・表現＞ボランティア活動に関わる表現を学び、自分自身の考えや経験を伝える練習をする。
＜言語材料＞現在完了 Have you ever ...? / What volunteer work ...? 

（２時間）
	ボランティア活動に関するワークシートを作成し、グループで話し合う。
	

	
	10
	Lesson 14  Taking a Train

＜題材＞トムは代々木上原から地下鉄に乗ろうとして、駅員に聞いている。
＜機能・表現＞電車の乗り降りや乗り換えの言い方、所要時間の聞き方、答え方を学習する。
＜言語材料＞電車の乗り方 How can I get there?

            所要時間 How long does it take ...?　　　　　　　（２時間）
	実際の路線図を使用して、ペアやグループで目的地までの乗り換えの仕方や所要時間の聞き方などの会話練習を行う。
	第

２

学

期

期

末

考

査

	
	10
	Welcome to Kyoto!
＜題材＞京都へ観光に来たトムや亜紀たちは、名所めぐりをしている。

＜機能・表現＞京都の名所について、英語での表現方法や知識を深める。

＜言語材料＞When ...? / What ...?　　　　　　　　　　　　　　（１時間）
	日本的なものに関するワークシートを作成し、グループごとに説明し合う場面を設定して発表し合う。
	

	
	11
	Lesson 15  Shopping for Sukiyaki

＜題材＞亜紀とトムは、すき焼きの材料を買いにスーパーへやって来る。
＜機能・表現＞英語に特有な数量の表し方や、日本的なものを説明する方法を学ぶ。
＜言語材料＞数量の表現・日本的なものの説明の仕方 It’s a kind of ....

　（２時間）
	数量の表現や日本的な物に関するワークシートから、ペアやグループで会話練習を行う。
	

	
	11
	Lesson 16  Sports

＜題材＞亜紀がトムに、何のスポーツが好きかを聞いている。
＜機能・表現＞好きなスポーツを比較しながら、聞き方や受け答えの練習をする。
＜言語材料＞比較表現 Which do you like ...?
          確認表現 You mean .... / What kind of sports ...?　　（２時間）
	スポーツに関するワークシートから、ペアやクラスで会話練習を行う。
	

	
	11
	Lesson 17  Health Problems

＜題材＞トムの具合が悪そうなので、亜紀が心配している。
＜機能・表現＞体の具合を聞いたり、症状を答えたりする表現を学ぶ。
＜言語材料＞体の具合や症状 What’s wrong? / What’s the matter?
応答 That’s too bad. / I have ....　　　　　　　　　（２時間）
	さまざまな症状を尋ねるワークシートから、ペアやグループで自由に会話練習を行う。


	

	
	12
	Lesson 18  My Home

＜題材＞亜紀はトムを自分の家に招待し、さらに和室の居間に案内する。
＜機能・表現＞相手をもてなす言い方とお礼の表現を学ぶ。
＜言語材料＞Make yourself ... / Welcome to ...
　　　　　　お礼の表現 Thanks. / You’re welcome. / It’s my pleasure. 

（２時間）
	部屋の様子に関するワークシートから、ペアやグループで会話練習を行う。
	

	
	【課題・提出物など】

1.　授業の中で使用するプリント・ワークシート　　2.　ノート

	
	【第２学期の評価方法】

1.　授業参加態度・課題やノート提出などの提出物・考査成績などで評価する。
2.　学期全体の評価の割合は、おおむね平常点（授業参加態度・提出物など）５０％、考査成績５０％である。

	第

３

学

期


	1
	Lesson 19  Talking about the Future
＜題材＞トムと亜紀は、将来何になりたいか話し合っている。 
＜機能・表現＞将来の夢や希望について聞く言い方と答え方を学ぶ。
＜言語材料＞将来の夢を聞く表現 What do you want to be in the future?

仮定法過去 If I had ... / I’d like to ....　　　　　　（２時間）
	さまざまな職業の言い方や将来の希望について、ワークシートで会話練習を行う。


	学

年

末

考

査



	
	1
	Welcome to Our Aquarium!
＜題材＞水族館に来た亜紀とトムは、音声ガイドで海の生物について説明を聞いている。
＜機能・表現＞海の生物の言い方とその説明の仕方を学ぶ。
　　　（１時間）
	海の生物を1つ選び、説明したい内容を調べて発表する。

	

	
	2
	Lesson 20  At a Sushi Restaurant

＜題材＞亜紀の父親が、亜紀とトムをすし屋へ連れていってくれる。
＜機能・表現＞日本料理店での調理方法の説明表現や、ものの位置の表し方などを学ぶ。
＜言語材料＞調理法の表現・位置の表し方 next to / to the left of　（２時間）
	日本料理に関するワークシートから、説明ができるようにペアで会話練習を行う。


	

	
	2
	Lesson 21  A School Outing

＜題材＞亜紀とトムが明日の遠足のことについて話している。 
＜機能・表現＞出発や集合時刻の確認、天候の表し方を学ぶ。
＜言語材料＞時刻 We are doing ....
天候 How’s the weather ...? / The weather forecast says ....

（２時間）
	週間天気予報を用いて、天候の表し方や予定の確認について会話練習を行う。
	

	
	3
	Lesson 22  E-mail to a Friend

＜題材＞亜紀とトムがパソコンのことについて話している。
＜機能・表現＞パソコン関連の表現を、e-mailの文章を書く体験をしながら学ぶ。
＜言語材料＞頻度・回数 How often ...? / How many ...?　　　　（２時間）
	実際にコンピュータ教室で、E-mailをクラス内の友人に送り合う。
	

	
	【課題・提出物など】

1.　授業の中で使用するプリント・ワークシート　2.　ノート

	
	【第３学期の評価方法】

1.　授業参加態度・課題やノート提出などの提出物・考査成績などで評価する。
2.　学期全体の評価の割合は、おおむね平常点（授業参加態度・提出物など）５０％、考査成績５０％である。

	【年間の学習状況の評価方法】

以下の４つの観点から評価した１学期の成績、２学期の成績および３学期の成績を総合し、年間の学習成績とする。

	確かな学力を身につけるためのアドバイス
	英語Ⅰ・Ⅱと異なり、オーラル・コミュニケーションではさまざまな言語活動を多く行う。必要な情報を自分で考え、相手に伝える練習をする時には、積極的にコミュニケーションを図ることが大切である。また、その言語活動を支える上でも、文法事項の理解や運用は必須のことなので、よく理解できるように、予習や復習を通して確実に自分の力となるようにしよう。

	授業を受けるに当たって守るべき事項
	授業に臨むにあたり、事前に学習内容を予習して参加しよう。教科書や文法参考書および問題集、ノート、辞書などを毎時間必ず準備すること。


（２）評価の観点、内容および評価方法

	評価の観点および内容
	評価方法

	関心･意欲･態度
	コミュニケーションに関心を持ち、積極的に英語を用いた言語活動を行い、コミュニケーションを図ろうとしているか。
	・学習活動への参加の仕方や態度
・ワークシート

	表 現 の 能 力
	日常生活の身近な話題について、情報や考えなど伝えたいことを英語で話したり、発表したりして表現しているか。
	・授業の中で使用するプリント
・発表の内容や仕方

・考査

	理 解 の 能 力
	日常生活の身近な話題について、比較的平易な英語を聞いて、情報や考えなど相手が伝えようとすることを理解しているか。
	・授業の中で使用するプリント
・発表の内容や仕方

・考査

	知 識・理 解
	日常生活の身近な話題についての英語学習を通して、言葉やその運用についての知識を身につけるとともに、その背景にある文化などを理解しているか。
	・授業の中で使用するプリント
・発表の内容や仕方

・考査


4
3

